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NO,２３-０９ ２０２3年５月２８日 

 

＜テーマ＞  違いの中にキリストを告白する群れ 
           ～ 響き合う礼拝とひろば ～ 

＜年間テーマ＞ 希望の主と共に歩む 

＜ 聖 句 ＞ローマの信徒への手紙１５章１３節 

希望の源である神が、信仰によって得られるあらゆる

喜びと平和とであなたがたを満たし、聖霊の力によって 

希望に満ちあふれさせてくださるように。 

≪神戸教会は 2020年に宣教開始 70周年を迎えました。≫ 

「〝霊〟の執り成し」 

私たちには神の御心は分かりません。神の思いを十全に計り知ることはできないのです。

そのような弱い私たちを助けてくださるのが、聖霊です。この神の計らいを信じ、〝霊〟の執

り成しに委ねて、信仰の歩みは進められて参ります。28 節の「神を愛する者たち、つまり、

御計画に従って召された者たちには、万事が益となるように共に働くということをわたし

たちは知っています」という御言葉は、慰めに満ちた言葉です。すべてが自分の思いどお

りに行くことを願い求めている言葉ではなく、試練や艱難であっても、そのことを通して神

の栄光が現れ出ることを信じて、身に起こる出来事を受け入れて行こうとする、聖書の信

仰を生きる者の態度を表している言葉です。そこのところに、忍耐して待ち望む信仰の現

れを見ていきたいのです。今日はペンテコステ、主イエスの復活の後、50 日目に弟子た

ちの上に聖霊が降ったことを記念する「聖霊降臨日」です。以来、教会は神の霊である聖

霊の導きの下に歩みを進めてきました。道を踏み外しては神に立ち帰り、過ちを犯しては

悔い改め、憐れみ深い主なる神の赦しをいただいて、教会はつたない歩みを刻んできた

のではないでしょうか。 【杉山修一】    

日本バプテスト連盟   神戸バプテスト教会 

主 日 礼 拝       毎日曜日  午前 10：30～11：45 

共育のひろば    第 1・2日曜日  午前 11：45～12：40（成人クラスＡ・Ｂ・C） 

 第 2・3・4 日曜日  午前 11：45～12：40  （小学生クラス） 

幼稚園Ｃ・Ｓ        日曜日  午前 9：00～10：20（5/21 6/11・18・25 予約制） 

ひまわりひろば      日曜日  午前 9：00～10：20( 5/21 6/11・18・25 予約制） 

月曜ひろば      第１・３月曜日  午前 10：00～11:00 

祈 祷 会          毎水曜日  午後 19：00～ 20：15 

 

〒650-0003 神戸市中央区山本通 1-7-27  TEL078-231-7187  FAX078-221-5252 

ホームページ：kobe-church.com   事務局Ｅメール：jimukyoku@kobe-church.com 

mailto:jimukyoku@kobe-church.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本日はペンテコステ（聖霊降臨日）礼拝です。神の聖霊が弟子たちに降り、

教会の働きは始められて行きました。礼拝宣教は、杉山修一牧師（徳島キリスト教

会協力牧師)が担ってくださいます。◆本日の礼拝後は定期総会が行われます。教会

員の方は出席と委任状提出をお願いします。 

◆5 月 29 日神戸西バプテスト教会は教会組織 40 周年を迎えられます。神戸教会

から開拓伝道が始まり生み出された教会です。今日は記念礼拝と祝会が行われてい

ます。 

◆次週６月４日礼拝宣教は嶺重淑先生（関西学院大学人間福祉学部教授・宗教主

事）です。 

〇会堂でのマスクの着用は、個人の判断でお願いします。〇オンライン礼拝のため、礼

拝開始 5分前からビデオ撮影を開始します。○第1週は託児があります。小さいお子

様をお連れの方は、礼拝堂 2 階でお子さまと一緒に礼拝をお守りいただくこともでき

ます。 

「今、ささぐる」 
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うけたまえ アーメン 

＊印はご起立願いますが、体調の悪い方などはお座りのままご参加ください。
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祈りの課題 

１、トルコ・シリア大地震で被災された方々の命と日々の生活が守られますように。 

２、コロナの影響を受けて、苦しんでおられる多くの方々の平安のために。 

３、子どもたちの心と体の成長が守られますように。 

４、病の中にある方、療養中の方、その方々を支えておられるご家族のために。 

５、光の丘幼稚園の園児・保護者・教職員に主の守りと導きをお祈りください。 

６、困難の中にいる方々と共に生きるすべてのキリスト教会と信徒の信仰生活の守りのために。 

７、スーダン、ミャンマー、イスラエルとパレスチナ、アフガニスタン、ウクライナとロシアの市民のいのちと守り

のために。すべての人々のいのちが尊重される自由と平和が実現しますように。 

８、新たな牧師招聘のために、また牧師招聘委員会の働きのために。 

９、新会堂建築計画の守り。会堂建築委員会のお働きのために。 

１０、これからの神戸教会のために。教会員が共に語り合い、主の御心を求めることができますように。 

【連盟・連合・他教会の祈り】 

◆日本バプテスト連盟の全国 317 の教会・伝道所のために。特に連盟の機構改革と新しい体制で

の働きのために。 

◆関西地方教会連合の３６教会のために。2023年度の連合の働きのために。 
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